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横山城跡は、標高460mの横山山頂にあって、北に善応寺
ぜ ん の う じ

の雄
おん

甲
ご う

・雌甲
めん ごう

などの城塞を、西には粟井坂
あ わ い ざ か

の宅並城
たくなみじょう

を配置し、後方

は五明
ご み ょ う

口を経てはるか本城の湯築城
ゆ づ き じ ょ う

に通ずる戦略的要地にあ

る。建武年間（1334～1336年）河野氏が本拠地を湯築城に移し

たとき、その背後の守りとして同じ時期に河野通武
こうの      みちたけ

が築いたと

いわれ、以後、その子孫の南氏が代々の城主となった。

天正13（1585）年、豊臣秀吉の四国統一に対し、南通具
みなみみちとも

は宗

家河野氏とともに戦ったが敗れ、横山城は廃城となった。

城は山城で、東西約35m・南北約20mの本丸・出丸・「馬乗り

駄場」と呼ばれる郭
くるわ

が設けられている。本丸の中央部には、

「太鼓岩」とも「天狗岩」ともよばれる巨岩があり、その表面

のいたるところに穴がうがたれている。これは、岩上に櫓
やぐら

を組

み立てた際の柱穴と考えられている。
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